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平成20年 1月 24日 4時31分 NHKニュース

『老朽下水道管改修 財政支援へ』
〈下水道管老朽化で道路陥没など5年間で約2万5,000カ所〉

国十交通省によります と、下水道管の老朽化が原因とみられる道路の陥没などは、昨年度 1年 間に全国の

およそ4,400カ所で起 き、過去5年 間ではおよそ2万 8,000カ 所に上っています。背景には、下水道管を保守・

管理する全国の自治体の財源不足があ り、このうち70%余 りの自治体は、過去に下水道管の定期的な点検

をまった く行つていませんで した。このため国土交通省は、自治体による下水道管の点検や改修を促すため、

財政的に支援す る制度を来年度か ら導入す ることを決めました。具体的には、自治 14・ が下水道管の点検や

改修の計画を立て、それを実行に移せば最大で費用の半分を補助す るとしています c自 治体が管理する ド

水道管は全国39万 kに も及び ますが、このうち15%余 りの6万 kが老朽化の目安 となる30年以上 もの古い

もので、国土交通省は制度を活用 して もらうことで老朽化 した下水道管の交換を進めたいとしています。

◇ 下水道長寿命化支援制度の創設 ◇

長寿命化計画 (対策内容、対策時期など)の策定に要する費用を補助対象とし、

計画に位置づけられた計画的な改築について補助を行うこととする

平成20年 1月 23日 7時30分NHKニュース

『下水道赤字に税金7兆円投入』
〈汚水施設の運営費用約7兆5000億円の税金穴埋めに使われる〉

家庭などから出る汚水の処理費用は、下水が普及 していない地域の住民 との公平性を確保するため、原則 と

して使用料が賄われています。ところが、昨年度 までの 10年 間に全国の汚水処理施設の運営に必要な費用の

内、使用料で賄 えたのは60%余 りにとどまり、自治体の予算などから7兆5000億円の税金が穴埋めに使われ

ていました。岡山市の場合45.1%に とどまって 100億円余 りの税金が投入 され、今年4月 か らは使用料を平均

83%値 上げす ることにしています。施設の建設費 に1900億 円をかけた水戸市は、お ととし使用料を値上げ

しましたが、それでも37%し か賄えず、来年から3年 ごとに料金値上げをするということです。財政学が専門

の慶応大学の上居丈朗准教授は『下水道の巨額の建設費が自治体の財政を圧迫していて料金の値上げなど住民

への負担として跳ね返ってくることが予想される。自治体はコスト削減などの努力をすべきだ』としています。



ヽヽミヽヽ薇ヽヽ1,1,,111,1鰊

大地震への備えは
◆◇ 頻発する地震と被害◆◇

「地震はいつ どこで起 きて も不思議はないJと いわれる

日本列島。平成 16年 10月 に発生 した新潟県中越地震か ら

2年半後の今年3月 25日 、震度6強の能登半島地震が発生。

そのわずか4ヵ 月後の7月 16日 、震度6強の地震が新潟県

中越地方を急襲。いずれも死者を含む多数の負傷者を出し、

家屋の倒壊やライフラインに甚大な被害をもたらした。

中越沖地震では、新潟県、長野県の広範な地域が罹災し、

被害が集中した柏崎市を中心にポンプ場や処理場の施設

等が破損 したほか、管きょ施設が40km、 マンホールも約

2400ヵ 所が被災した (一次調査結果 )。 水処理機能の停止

は免れ、外見上は被害は軽微 と見えるが、必ずしもそうで

はなさそうだ。同市の処理場では、水道が全面断水に陥つ

た翌日でさえ、流入水量が通常の約9割 に達 し、水道が通

水した約 1週 間後には通常流入水量を上回つたという。管

路に多数の亀裂が生じ浸入水が増加 したためとも考えら

れる。心配されるのは、それに伴って土砂が管路内に浸人

し管路周辺に空洞が生ずることである。放置すれば道路

陥没の予備軍をつ くることにもな り、きちんとした調査

と対策が不可欠だ。施設への被害や社会的影響を最小化

する努力を怠れば被害がさらに増幅することは必定であ

る。

◆◇ なぜすすまぬ震災対策 ◆◇
ただ、今回の被災に際 して新潟市、名古屋市等の陣頭指

揮の下、近隣の事業体や中部、関東ブロックの事業体、下

水道関連の民間団体、企業等が多数支援に駆 けつけ、円滑

裡に早期復 旧にこぎつ けたことは高 く評価で きる。これ

までの災害を教訓 に支援体制や復 旧ノウハウを蓄積 し、

応急復 1日 訓練等を積み重ねて きた賜であろう。また、国や

関係機関等が発災直後か ら数次にわた り現地の被害現場

に職員を派遣 して各種調査 を実施 し、その結果 を今後の

防災、減災対策のさらなる充実に活かすべ く検討中と聞 く。

先の中越地震でも、下水道地震対策技術検討委員会を設け、

適切な復旧のための技術的手法や今後の地震対策のあ り

方をまとめている。これ らを踏 まえて実施 されたであろ

う各種のハー ド・ソフ ト対策が今回どの程度の効力を発

揮 したのか、その検証 も含めてさらにきめ細かな耐震化

手法の確立が待たれる。

それにしても、これだけ大規模地震が各地で頻発して

いるにもかかわらず、対策があまりすすんでいないのは

どういうわけか。現在、下水道施設は全国で管路総延長が

約40万 km、 処理場数が約2000ヵ 所にお よび膨大なス ト

ックを抱 えている。だが、これ らの施設の耐震化は、阪神

淡路大震災の教訓を踏 まえて新 しい耐震設計基準が定め

られた平成9年以降はかな りすすんでいるものの、それ以

前の既存施設については水処理施設・管路施設 とも耐震

診断でさえ約 1割強 しかなされていない。うち耐震化され

たのは水処理施設で約3割、管路施設で約5割 という。

震度6以上の直下型地震は、この 10年で7回 。2年に 1・ 4

回の割合で起こっている。今後30年以内には東海地震や

東南海。南海地震、首都直下地震等が50%以上の確立で発

生するとも言われている。国民の安心。安全や生命・財産

を守るべ き国や地方行政・事業者が震災対策をおろそか

にすれば、その責任は重大と言わねばならないっ

◆◇ 積極的な取り組みを期待 ◆◇
国交省は、平成 18年度に時限措置 として、大規模地震が

想定 される地域の重要拠点、重要道路等の排水機能や交

通機能を確保するため、平成20年度 までに計画期間5年以

内の下水道地震対策緊急整備計画を策定す る「下水道地

震対策緊急整備事業」を倉1設 。これにより、防災拠点 と終

末処理場 を結ぶ管路や緊急輸送路下の管路、避難地のマ

ンホール トイレシステム等の整備に対する補助対象を拡

充 した。現在、神戸市など7者「市、山梨県 と宮城県の流域下

水道 10地 区で整備計画が認可 され、事業が推進 されてい

るが、多 くの自治体がこうした補助制度を活用 し、施設の

耐震性の向上に努めてほしい。

去る6月 に社整審下水道小委員会がとりまとめた報告「新

しい時代における下水道のあ り方Jで も防災・減災対策を

総合的に推進すべ きと提言 し、震災対策の重点的な推進

を求めている。これ ら対策をすすめるには、人材や技術や

ノウハウはもとより、投ずべ き資金が必要だが、震災対策

が遅れている最大の原因は、自治体の財政難にあると想

像する。国は、さらなる財政制度の拡充や国と地方の負担

のあ り方などを明確にしつつ、地震に強い ド水道の構築

へ向けた積極的な施策を講ずるよう望みたい。同時に自

治体は、地域住民の暮らしを守る事業主体 としての責務

を自党し、適正な使用料のあり方などを含めて財政・経営

の健全化に努め、計画的かつ効果的な震災対策の推進に

取 り組まれることを期待する。

下水道は地域住民の生命。生活・健康・安心・安全に直結

した最重要のライフラインであることを忘れてはならない。

(日 本下水道新聞 1880号 )



公共団体との座談会 |∩ 坂丼市
■ 開 催 日/平成 19年 10月 3日

■ 開催場所/坂丼市庁舎内会議室

■ 参 カロ者/坂丼市下水道管路維持担当関係者

(社)福丼県下水道管路維持協会会員
座談会テーマ
1.管路 の延命・安心安全の確保 は どうあるべ きか。

坂井市の普及率83%不明水が10%程度確認されており、無駄な処理費用削河のため、専門家にお願

いし、流量計等で管路調査を行つている。厳しい財源の中、計画的に調査を行つている。又、管路埋設の

検査には全延長丁∨検査を実施している。

2.管路補修・改築 につ いての諸 問題

温泉場の管路や、圧送管のマンホールに硫化水素による腐食が見られる。陶管の管路で特に、不明水が

多いように考えられる。

目に見えない施設・地中の管路のために、どうしても後回しになる。

3.地震対 策 に対 する提言

協会より阪神淡路大震災の支援に基づく準備マニユアルの説明を行う。

①下水道台帳の整備  ②管路被害調査報告書の様式の確立

③市の支援業者指揮組litの確立 ④公共施設の支援企業に提供

⑤労災保険の適用課題 ⑥支援価格の設定 ⑦汚泥の集積場所の確立

③調査清掃工事用水の確保 等を提言した。

災害は来ないに越した事はないが、来た場合のマニユアルの整備が今公共団体に求められている。昨

年の能登半島地震を教訓に、下水道管路は生活に直結するライフラインの中でも重要な施設であると

提言した。

4.官側 か らの協会 に対 する要望

1、 緊急対応や、災害時の支援活動に協力依頼がもとめられた。

2、 管路補修正法で最も良い工法を選択して、施工に協力依頼がありました。

座談会総評

県下で普及率No.1の坂丼市 財源に問題を持ちながらも、適切な調査 補修を続けておられることに対し

敬意を表したい。今回の座談会では、時期に適した活発な意見を双方が出し、今後の下水道管路の維持管

理対応や災害対策に大いに役立つことになるものと思われる。
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下水道のPRと して、下水道協会主催・当協会後援 にて、県下各地の市

町村管理者 と協会員が一体 となって人の動 きの多い場所でチラシを

配布 して、下水の重要性をPRした。
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福井県では平盛120年度入す1改革制度が発足された。 ‐             .
下水道の維持修繕工事は

.(調
査・清掃 I簾修・更正)特殊な工1事 であり(ド記に示すように、■般土木工事

とは異質であ|る
.あ

で、指老1競争入札で1奪 |]企業が施工するべきである。 ■    _

|・
1.特殊機械を操作できる資格技術者能力が必要である。     ■    ||■■

2.特殊工法あ施工管理合し力が管理技術者に必要であるt     l      l l‐ |

3.特殊機1械の保有または組合形式での保有が必要である。           ■
|

当会員は以上をクリアできる資格実績を保有している県下で唯一の法人化集団であるとともに、毎年

技術者育成研修会を開催している。
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